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事例報告①

東京都の佐藤と申します。

東京港の海岸保全施設の機能強化について

東京都 港湾局港湾整備部
部長 佐藤 賢治

令和7年11月27日（木）
第29回海岸シンポジウム

本日は、東京港の海岸保全施設の機能強化につ
いてと題しまして、東京港におけます気候変動に
考慮したハード、ソフトの取組、先ほどの基調講
演で森先生がおっしゃっていましたが、東京都で
は既に海岸保全基本計画の改定済みで、現在は整
備計画に基づきまして、現地で事業にも着手して
ございます。
事例報告ということですので、そこら辺を含め
まして、行政的な視点からお話をさせていただけ
ればというふうに思います。よろしくお願いいた
します。

①． 東京港海岸について

②． 気候変動に向けた機能強化について

③． ソフト対策について
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本日の御説明する内容につきましてはこのよう
になってございます。

まずは東京港の海岸につきましてこれから整備
の話もしますので、まず特徴ですとか、現在の状
況につきまして、最初に御説明させていただきます。
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 東京港の背後には、首都機能をはじめ、業務・商業などの都市機能が極めて高度に集積

東京港海岸の概要

港南地区

江東地区

豊洲・晴海・
有明北地区

中央地区

港地区 芝浦西運河

副都心地区

東部地区

港南地区 昭和島

江東地区 辰巳

副都心地区 有明南
中央地区 勝どき

港地区

【江東、中央、港南地区等】【港、副都心、東部地区】

【豊洲・晴海・有明北地区】

晴海四丁目

こちらが東京港の海岸の全景になります。東京
港のこの水際の背後には、首都機能をはじめ都市
機能が極めて高度に集積しています。
地区としましては、中央に白地で幾つか字が書い

てございますが、７地区ございます。さらに背後の
状況の特徴から３つに区分を大体してございます。
１つ目が、左上の港地区とか副都心とか東部地
区というところになります。こちら経済活動がすご
く盛んな空間になっていまして、人が多く、そうい
う人の活動が多い、濃い地区になってございます。
２つ目が、左下、豊洲とか晴海とか有明と呼ば
れる地区ですが、こちらは実は一部で再開発が進
んでいまして、オリンピックの選手村の跡地です
とか、豊洲市場とかがある地区になります。要す
るに広大な開発が進んで背後に大きな土地を抱え
ているところになります。
３つ目が、右側になります。江東とか中央、港
南地区と言われています。ここは住んでいる人が
すごく多くて居住系の土地利用の比率が高い地区
になってございます。

東京港の海岸保全施設の機能強化について
佐藤　賢治　東京都港湾局 港湾整備部 部長　
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 東京港は、東京湾の最奥部に位置しており、高潮の影響を極めて受けやすい地域
 区部東部には、満潮面（A.P.+2.1ｍ）以下の地域、いわゆる「ゼロメートル地帯」が位置
 高潮災害のリスクが高い沿岸部や低地帯には、約３００万人の都民が生活

東京港海岸の特徴

台風

東京湾︓南西向きに開き、閉鎖性が高く水深が浅い

東京港
（湾奥部に位置）

A.P. + 5m（高潮）以下

A.P. + 2m（満潮）以下

A.P. + 0m（干潮）以下

A.P.（荒川工事基準面）… A.P.+1.134m=T.P.+0m

次に、東京港の地勢的な特徴を２つ御説明させ
ていただきます。
これはよく言う話ですが、２つございまして、
１つ目が東京湾の最北部に位置していることから、
台風の影響をとても受けやすいということになっ
てございます。左の図にありますが、台風は当た
り前ですが、半時計回りで南から北に向かいます
ので、その位置、軌道によっては吹き寄せがその
まま、逃げ場のないままに大きな影響を東京港に
及ぼすことになります。
それから、２つ目ですが、これが右にピンク色
で示してございますが、これ低地帯というのを東
京港は抱えているということになります。特に、
満潮面以下の地区、このピンクの中でも真ん中の
一番濃い部分になりますが、こちらにつきまして
は堤防がなければ、常に水に浸かってしまう、い
わゆるゼロメートル地帯と言われています。
このような当該地区を含みまして、高潮被害の
リスクの高い地帯には、300万人の都民が生活して
いまして、人口資産が集積しているという特徴が
ございます。
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過去の被災

死傷者・
行方不明
（人）

床上・床下
浸水家屋
（戸）

潮位
（A.P.m）

1,524180,3384.21大正６年
暴風雨

122137,8783.15昭和24年
キティ台風

 過去の甚大な災害を踏まえ、昭和36年から本格的な高潮対策事業を実施

大正６年暴風雨
木挽町（現在の銀座付近）

昭和24年キティ台風
平井駅付近

このためこれは過去の話になりますが、東京都
では過去に大きな高潮被害を受けてございます。
こちらは参考までになりますが、左の写真が大
正６年の暴風雨、場所は現在の銀座付近になりま
す。右の写真がキティ台風のとき、江戸川区の平
井という地区になります。
このような状況を受けまして、東京都では昭和
の36年から本格的な高潮対策事業というのを実施
してございます。
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海岸保全施設の役割と種類
 防潮堤、水門、陸こう、内部護岸で津波や
高潮による浸水から堤内地を防護

【防潮堤】 【水門、排水機場】 【陸こう】 【内部護岸】

水門 排水機場

 降雨による運河の水位上昇を抑えるため、
排水機場を配置

排水機場
高潮時の水位

朔望平均満潮位
A.P.+2.1m

排水機場のポンプ
により強制排水

その内容がこちらの図になってございます。
東京港の高潮防護について、改めて御紹介させ
ていただきます。
下に水門などの施設写真がありますので併せて
御覧ください。
左の図ですが、外側の第一線、これは防潮堤、
水門、陸こうで防護しています。
次に、右側ですが、先ほども低地帯と言いまし

たが、防潮堤の内側に低地帯を守るために内部護岸
という整備をしてございます。水門が閉鎖した後に
は当然これはプールになりますので、雨水ですとか、
下水の流入がありますから、内部の水位が上昇しま
すので、排水機場を設置しましてポンプで強制的に
外に排出しているという仕組みになってございます。
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東京港海岸の施設整備状況

耐震化状況整備状況総延長/施設数

57.6km(94％)58.1km(95％)61.2km防潮堤

35.6km(74％)39.9km(83％)47.9km内部護岸

16箇所(94％)17箇所(100％)17箇所水門・排水機場

整備状況（令和７年３月末時点）

 東京の沿岸を第一線で守る防潮堤は概成しており、一定の安全性は確保済み
 想定される最大級の地震が発生した場合においても、津波等による浸水を防ぐことを
目指し、施設の機能を保持すべく、対策を推進

耐震対策イメージ図 耐水対策イメージ図（水門・排水機場）

こちらが施設の整備状況になります。中央に表
がありますが、東京を第一線で守る一番外側のと
ころの防潮堤につきましては、延長が約60キロほ
どございます。こちらについては概成しておりま
して、通常の今のシナリオの中での高潮に対する
安全性は確保されています。
また現在は、東日本大震災を契機に耐震対策や
耐水対策を進めています。耐震対策は、いろいろ
なパターンがあるんですが、おおむね左の下の図
のとおりになっていまして、既設護岸の前面によ
くある地盤改良等を施しまして新たな護岸を整備
するという形をとっているもの。
耐水対策につきましては、右下になりますが、浸
水想定水位より高い位置にある意味、施設を全部移
設して耐水対策を行っているということになります。
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防潮堤天端高の設定
 東京港海岸では高潮を考慮し、A.P.+4.6m〜A.P.+8.0m の高さで防潮堤を整備
 想定される高潮は、想定される最大津波高A.P.+3.76m（南海トラフ）を大幅に上回って

いることから、防潮堤の天端高は高潮を用いて設定

○計算条件︓水門閉鎖、満潮時、地盤変動を考慮
○最大想定津波高︓Ｔ.Ｐ.+2.63ｍ （Ａ.Ｐ.+3.764ｍ）
○最大津波高の津波到達時間︓地震発生後200〜240 分後

Ｔ.Ｐ.+2.63ｍ
（Ａ.Ｐ.+3.764ｍ）

参考までに、東京港の津波高に対する考え方に
つきましても紹介させていただきます。
中央の図に、各地区の津波高さというのを幾つ
も明記してございますが、東京港で想定される最
大の津波高さというのが、A.P.＋3.76というのがシ

ミュレーションの結果で出ています。A.P.という
のはArakawa Peilのことですので、東京港では荒
川を基準とした単位を使用していますので、
A.P.という値を使っていますが、防潮堤の計画高
さがA.P.でいいますと、大体今4.6から８です。高潮
高さのほうがかなり大幅に津波高さを上回っていま
すので、防潮堤の天端高さは現時点では、高潮高を
用いて今設定しているのが現状になってございます。

①． 東京港海岸について

②． 気候変動に向けた機能強化について

③． ソフト対策について
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続いて、本題に入ります。
気候変動に向けた取組につきまして御説明させ
ていただきます。

10

東京湾沿岸海岸保全基本計画［東京都区間］（R５年3月）

将来の気温が2℃上昇すると想定し、防潮堤の嵩上げを実施

一日当たりの降雨量が1.1倍に増加することを想定し、排水機場の機能強化

海面上昇と台風の強大化への対応

降雨量の増大への対応

防潮堤嵩上げイメージ 降雨量増大への対応

東京港では、冒頭に申し上げましたが、令和５
年３月に海岸保全基本計画を改定いたしまして、
全国で初めてと当時言われていましたが、気候変
動対策を盛り込みました。これは、将来の気温が
これはまだ当時で２度上昇すると想定をして、平
均海面水位の上昇ですとか、台風の巨大化に対応
するというものになってございます。
対応の考え方は２つございます。水位上昇に対
しましては、左の下の図のように基本的にはかさ
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上げで対応していくというもの。また、２つ目、
台風の強大化に対しましては、１日当たりの降雨
量が強大化で1.1倍に増加するということを想定し
まして、右下の図のように、排水機場の機能強化
を図るということを２本柱にしてございます。
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気候変動を考慮した防潮堤の天端高

 防潮堤の計画天端高︓ 朔望平均満潮位＋高潮偏差＋波浪の要素＋海面上昇＋余裕高

かさ上げの設定方法の考え方ですが、これは先
ほども何回も同じような図面が出ていますし、こ
れからの事例報告の中でも出てくると思いますの
で簡単にいきますけれども、現在のシナリオの防
潮基準の高さの決め方というのは、ここにありま
す朔望平均満潮位に高潮の偏差と波浪の要素、波
浪の要素が結構東京は大きいのかなと思うんです
が、そこを加えて設定していました。
これに対しまして今後ですが、当然気候変動に
よる海面上昇、それから背後地の重要性を鑑みて、
ここですが、余裕高というのを設定して高さを決
めてございます。
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防潮堤嵩上げの考え方
 気候変動の不確実性を考慮し、段階的な嵩上げを実施

第一段階︓施設の耐用年数である50年後の海面上昇予測分に、余裕高を考慮
第二段階以降︓将来の知見やモニタリング結果を踏まえ、台風の強大化も考慮

高さ

2000 2010 2020 2030 2040 2050 2060 2070 2080 2090 2100 2110 2120 年代

①海面上昇予測分

第一段階
①海面上昇予測分＋②余裕高

第二段階以降、状況に応じて、
①海面上昇予測分＋②余裕高＋
③台風の強化に伴う高潮・波浪の増大分

現在

①海面上昇予測分

③台風の強大化に伴う
高潮・波浪の増大分

②余裕高

▼ 2100年

②余裕高

50年後

第一段階
①海面上昇予測文+②余裕高

第二段階以降、状況に応じて、
①海面上昇予測文+②余裕高+
③台風の強大化に伴う高潮・波浪の増大分

50年後 2100年

具体的なものですが、東京港におきましては、
先ほども話がございましたが、まだまだ先がどう
なるか分かりません。気候変動の不確実性を考慮

いたしまして、いきなり防潮堤高さは2100年じゃ
ないだろうということで、2100年の計画天端高に
するのではなくて段階的にかさ上げを行うという
ことにしてございます。
将来的な2100年の計画天端高に向けまして、ま
ず第１段階として、施設の耐用年数である50年と
いうのを１つの基準にして、50年後の海面上昇予
測分に余裕高を考慮してという形で天端高を決め
てございます。
その後、第２段階になりましたら、当然これか
らどんどん高度化、深度化してくると思うんですが、
将来の知見ですとか、モニタリングの結果とかを
踏まえまして、さらに台風の強大化も考慮して行
っていくと、第１段階、第２段階という区分に分
けて整理してございます。
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防潮堤の計画天端高

※ 破線は他が所管する防潮堤<計画天端高 例＞

計画天端高（A.P.+m）
地区別 第二段階

（2100年）
第一段階
（約50年
後）

既 往

6.86.35.6江東地区
（14号地陸上部）

6.96.45.6港地区
（古川〜目黒川臨海部）

5.95.44.6港南地区
（目黒川〜内川、大井）

7.46.75.6東部地区

7.36.3中央地区
（臨海部）

7.26.5副都心地区
（台場地区）

7.36.5
豊洲・晴海・有明
北地区
（晴海）

江東地区

港
地
区

港
南
地
区

今後10か年で整備する防潮堤（約24km）
それ以降2100年までに整備する防潮堤（約9km）
2100年までに整備する必要がない防潮堤（約23㎞）

その結果に基づきまして、現在の防護基準、シ
ナリオ基準でいきます高さと今回で決めた高さを
比較したものが左の表になってございます。
防潮堤は当然ながら波浪の要素がありますので、
区間ごとに高さが異なっています。経年的に上昇
していく海水面に対しまして、先ほど言った高さ
が不足する前にかさ上げを実施するということに
しています。
その対象の位置が、ちょっと見にくいんですが、
右側の図になっています。
この第１段階と言っていますのが、赤色の区間
になっていまして、場所としては、江東地区、こ
の東側の地区ですとか、あとは港南地区、左側の
地区になりますが、ここが全部で24キロございます。
それから、24キロにつきまして、まずは第１段
階として優先的にかさ上げを実施するということ
にしてございます。大体このかさ上げの高さが左
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側に既往と第１段階は書いてございますが、大体
70センチとか80センチ程度、かさ上げをするとい
うことになってございます。
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東京港海岸保全施設整備計画（R５年3月）

※気候変動対策と重複あり

整備対象対策施設

約２４km気候変動
防潮堤

約４㎞※耐震

約１５㎞耐震内部護岸

１施設耐震、耐水水 門

２施設
気候変動

排水機場
耐震、耐水

今後10年間に取り組む東京港の海岸保全施
設の整備内容を示した計画

計画期間︓令和4年度〜令和１３年度
事業費 ︓約1,500億円

（うち気候変動対策約300億円）

東京都では、気候変動対策を具現化して実際現
場でやっていくために、また先ほど言いました、
耐震対策等に取り組んでいくために、今後10年間
の施設整備計画というのを既に策定しています。
計画内容は、こちらの左の表のとおりになりま
すが、事業費は大体1,500億円程度を見込んでおり
ます。そのうち、気候変動に関わる部分の対策は
大体300億程度というふうに見込んでございます。
計画期間中には、先ほども説明しました赤色の
部分、この24キロに全て着手する予定でありまして、
現場の状況にもよりますが、どうにか2030年代後
半には概成に持っていきたいというのが行政的な
私たちの判断になってございます。
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景観や利用に配慮した気候変動対策
 今後、公園や住宅、商業施設など、背後のまちと一体となった箇所で嵩上げ工事を実施予定
 単純に嵩上げを実施した場合、水辺の眺望や親水性が損なわれる可能性があることから、
景観や利用に配慮した整備を行うことが必要

京浜運河（港南四丁目）

京浜運河（八潮五丁目）

大森ふるさとの浜辺公園

勝島運河（東大井二丁目）

ここからは、先ほどの皆様の話の工学的な話か
ら急に行政的な話になってしまうんですが、防潮
堤のかさ上げの施工方法になります。
説明させていただきます。

冒頭に言いましたが、東京港は水際の背後に都
市機能が極めて高度に集積しています。このため、
これまでも海岸保全施設の整備に当たりましては、
多彩な水際を生かすということで、公園、住宅、
商業施設など、背後の町と一体になった形でこれ
まで水辺空間を創出してきました。当然、今後も
かさ上げを通じても同様な配慮が求められます。
例えばどういうところかと言うと、左側の上の
写真、これは京浜運河と書いてございますが、こ
ういうところは海岸保全施設の直背後にタワーマ
ンションが建設されていまして、上部をテラスで
活用している箇所がございます。
また、右上のこれは大森という地区ですが、直
背後が公園利用されている箇所、あとはこの下の
２枚になりますが、勝島と京浜運河の別の箇所に
なりますが、緩傾斜式になっていまして、上部か
ら水際まで気軽にアクセスできるような箇所がご
ざいます。なので、整備に当たっては、この景観
や利用への配慮が必要となる箇所がありますので、
そこら辺をしっかり配慮しながらかさ上げが必要
になるかなというふうに今思っています。
そういう箇所で、想定されるかさ上げの工法で、
今私たちが考えているものをちょっと紹介させて
いただきます。
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嵩上げ工法

コストに優れる工法景観・利用に配慮した工法

単純コンクリート嵩上げ盤上げアクリルパネルコンクリート嵩上げ
（景観配慮型）

嵩上
方法

経済的に有利な工法であ
るが、眺望が遮られる可能性

背後地と一体で嵩上げし、
遊歩道や公園の利用等への
影響を低減すると共に水際
へのアクセス性を確保

アクリルを用いて、遊歩道や
住居等からの眺望を確保

・緑化、リブ・スリット等を設け
て圧迫感を軽減
・防潮ラインをセットバックし、
親水性や眺望を確保

特徴

嵩上
イメージ

全面アクリルパネル

部分的なアクリルパネル防潮ラインのセットバック

防潮堤の緑化

こちらの表が、景観利用に配慮した工法と一般
的なコストに優れた工法の整理をしてございます。
表の左側３つが、例えば緑化ですとか、防潮ライ

ン自体をちょっとセットバックするとか、最近よく
使われていますけれども、アクリルパネルを採用す
るとか、背後地と一体でかさ上げをすることによっ
てコストはかかるんですが、親水性ですとか、眺望
を確保する工法、そういうものを今考えています。
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また一方、表の右側のような、これは条件によ
ってだと思うんですけれども、単純にコンクリー
トだけでかさ上げを行える箇所、そういうものも
あるかと思っています。
これらの採用に当たりましては、都市計画です
とか、都の景観計画もございますので、そういう
ものを踏まえた上で、やはり地元の調整結果など
から都として統一的な思想を持って決定していく
必要があって、ばらばらになって一体性がなくな
ると困るというので、統一的な思想をもって決定
していかなければならないと思ってございます。

 必要に応じて、地元調整にはAR・VRといったDXを活用

17

嵩上げ方針の決定に向けたDXの活用

DX活用イメージ

VR︓地元説明等での完成イメージ共有 AR︓現地での完成イメージ共有

決定に当たりましては、地元の理解を着実に得
る必要があるということで、今、海岸だけではな
くて東京都の工事とかでよく使ったりするんですが、
地元の理解を着実に図るために、こちらの画像に
示してあるようなイメージで必要に応じてARと
かVRといったDXも活用しながら丁寧に地元調整
を図っていって、どういうものがいいかというの
をしっかり地元調整を図りながら進めていきたい
というふうに考えています。

①． 東京港海岸について

②． 気候変動に向けた取り組みについて

③． ソフト対策について

目 次

18

続きまして、最後になりますが、ソフト対策に
ついても紹介をさせていただきます。

東京都の水防活動について

 台風や地震、異常潮位発生時は、高潮・津波被害を防ぐため水門や陸こう閉鎖等の水防活動
を実施（高潮対策センター及び第二高潮対策センター）

19

目黒川水門

天王洲水門

高浜水門
芝浦排水機場

日の出水門

古川水門
汐留川水門

築地川水門

朝潮水門

佃水門

豊洲水門

東雲水門

辰巳水門

高潮対策センター（辰巳）

あけぼの水門

新砂水門

辰巳排水機場

︓高潮対策センター
︓水門
︓排水機場

【隅田川以東】【隅田川以西】

浜前水門

第二高潮対策センター（港南）

まずは、都の水防活動について紹介させていた
だきます。
都では、水門の操作などの水防活動や日常の維
持管理を伴うものとしまして、東京港内の隅田川
を境にして東側と西側に分かれまして、高潮対策
センターという部署を設置しています。
この中で15の水門があるんですが、15の水門と
２か所の排水機場を分割して、それぞれ役割を持
たして今、管理をしています。

東京都の水防活動について
 高潮対策センターと第二高潮対策センターの２拠点化による相互バックアップ体制が構築済

 多い年で年７〜８回程度、非常配備態勢による水防活動を実施

２拠点化による相互バックアップ体制
20

①通常時は隅田川以東の水門を
遠隔操作

②指令機能を有する
①通常時は隅田川以西の水門・
陸こうを遠隔操作

隅田川を境に２か所に設置はなぜかといいます
と、万が一、片方の高潮対策センターが何かしら
の理由で操作不能に陥った際に、それぞれ２拠点
化を図ることによって、相互のバックアップ体制
を構築しています。
片方が全く動かなくなれば、もう片方から全部
の15水門を操作していくという形をとっています。
大体、東京港では多い年で、年に七、八回程度、
非常配備態勢による水防活動を行っています。
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AIを活用した水位予測による水門等の操作支援
 これまでは、水位の実測値や気象情報に加え、ベテラン職員の経
験に基づき水防活動を実施

 AIによる水位変動の予測値を水防活動に活用することで、台風
時における的確な水門閉鎖等の操作を支援（外水位予測はR5か
ら運用）

 令和６年８月の台風第７号では、外水位予測で予測誤差２ｃｍの
予測誤差であった

1時間先予測 予測誤差：２cm

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

0:
00

1:
00

2:
00

3:
00

4:
00

5:
00

6:
00

7:
00

8:
00

9:
00

10
:0
0

11
:0
0

12
:0
0

13
:0
0

14
:0
0

15
:0
0

16
:0
0

17
:0
0

18
:0
0

19
:0
0

20
:0
0

21
:0
0

22
:0
0

23
:0
0

0:
00

1:
00

2:
00

3:
00

4:
00

5:
00

6:
00

7:
00

8:
00

9:
00

10
:0
0

11
:0
0

12
:0
0

外水位
天文潮位
1h先予測値

実測最高水位 16:25 A.P.+1.91m (偏差＋15cm)

8/
16

8/
17台風最接近

■ 外水位予測の結果
（令和６年８月台風第７号）

台風接近時の水門閉鎖状況

水防活動におきましては、現在、AIの水位予測
というのを活用しています。
下のグラフは、昨年８月の台風７号の際の実際
の潮位、それから天文水位を示したものになりま
すが、水門の閉鎖はこれはどこも皆さん管理者は
同じだと思うんですが、操作基準がありますので、
操作基準に基づき実施されます。
ただ、実際に閉めるタイミングにつきましては、
これまでの水位の実績値ですとか、気象情報に加
えまして、ある意味慣れているベテランの職員の
方の経験に基づいて、もうそろそろ基準値を超える、
じゃあ閉めましょうという形で実施してきたんで
すが、今これを見直してAIを活用しています。
表が小さくてすごく見にくくて恐縮ですが、実
測の最高潮位があったときの天文潮位で偏差が15
センチ出たんですが、それでもAIを活用した場合
で３時間先で５センチぐらい。１時間先だと２セ
ンチ程度に収まる範囲で水位予測が大体できてい
ます。そういう形で水防活動にもAI活用をしてい
るという御紹介になります。

 想定し得る最大規模の高潮による氾濫が発生した際に浸水が想定される区域を示した図
 都では、令和６年１２月に高潮浸水想定区域図を改訂

22

高潮浸水想定区域図

▮浸水深 ▮浸水継続時間

その他に取り組んでいますソフト対策について、
３点、御紹介させていただきます。
まず１点目です。高潮浸水想定区域図になります。
都では、国の手引の改定に伴いまして、平成30
年に公表はしていましたが、この高潮浸水想定区
域図を昨年の12月に、また令和２年度から運用し
ていました高潮特別警戒水位につきましては、今
年４月にそれぞれ改定してございます。
これによりまして、23区のうちで関係する区が
17特別区あるんですが、17区のうち、この区域図
を基に既に13区におきまして、ハザードマップの
改定がされています。

23

高潮リスク検索サービス
 浸水深さや浸水継続時間を、地図や住所からピンポイントで検索可能

 PCやスマートフォンなど様々なデバイスから容易にアクセス可能

次に、２点目なんですが、高潮リスク検索サー
ビスというものも行っています。
これは、パソコンですとか、手元のスマートフ
ォンから想定される最大規模の高潮による浸水が
どの程度発生するかというのを例えば地図とか住
所とか、またGPS機能を使って、この場所がどう
なるかというのを簡易に検索することができるシ
ステムを応用しています。
こちらの絵のように、浸水深さですとか、浸水
の継続時間がイラストで見られるようになってい
まして、これは３年前からこのサービスは公開を
してございます。
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 潮位や水門の開閉情報、海面の映像などを、リアルタイムにウェブ公開する
高潮防災総合情報システムを令和３年７月に公開

 海面ライブカメラはYouTubeでライブ映像を配信中（東京港内に９か所に設置）

 令和７年７月のカムチャツカ半島地震の際など、都民に広く利用されている

24

水位や水門の
開閉状況を

リアルタイムに発信

海面ライブ映像を
YouTube で
動画配信

高潮防災総合情報システム

0

5,000

10,000

15,000

PV
数

カムチャッカ半島地震の際は
普段の約１０倍のPV数

7/30 7/31 8/1 8/2 8/37/297/28

水門開閉状況 水位状況

最後、３点目になります。高潮防災総合情報シ
ステムになります。
これは先ほどの高潮浸水想定区域図ですとか、
高潮に関する様々な情報を広く都民の皆さんに周
知するためのホームページになっています。
このシステムでは、例えば水門を開閉している
ときの情報、潮位、あとはユーチューブで海面の
ライブ映像24時間ライブ配信していますので、そ
ちらがリアルタイムにウェブ上で公開できるよう
になっています。
例えば今年の７月に起きました、カムチャッカ
半島付近の地震で、東京の内湾で津波注意報が発
令されたんですが、その際、その下の棒グラフの
とおり１万を超えるページビューを記録するなど、
本システムは多くの都民に活用されているところ
でございます。

ご清聴ありがとうございました

時間となりましたので、発表は以上になります。
短時間なので、すごく雑駁な説明になりましたが、
本日の内容が皆様の今後の取組に少しでも参考に
なれば幸いでございます。

本日は貴重なお時間をいただきまして、誠にあ
りがとうございました。




